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瑚酸イオンの陰イオン交換について

山 辺　　武　　郎

　陰イオy交換樹脂を用い（瑚酸イオyの回収を行うた

めの基礎実験として交換平衡および樹脂柱による吸着に

ついて検討した．

　交換平衡はバッチ法で行った．C1形のAmberlite　IRA

－410およびIRA－400を用い，礪砂溶液との交換を，

樹脂母体（樹脂の高分子陽イオソ部分，樹脂をRC1で表

わせばRに相当す）5g，　L（水の重量1樹脂母体重量）50

および100の条件で行った．瑚砂溶液は全瑚酸濃度0．σ02

～0．1Nの範囲とした．平衡に達した後（約2日放置す），

樹脂と溶液とをガラス綿でこしわけ，溶液中の塩素イォ

yを硝酸銀溶液で，BO2『を塩酸で中和滴定して求め，

さらに中和した溶液にマyニットを加えフェノe－一一ルフタ

レーンを指示薬として苛性ソーダで中窟滴定して全瑚酸

濃度を求めた・その結果の一例を第1表に示す．

　樹脂柱による吸藩実験はHCO3形のIRA－410，100cc

の樹脂柱を用い，O．・0512Nの棚砂溶液200　ccに種々の

酸またはアルカリを添加した液を通過せしめ洗入液と流

　　　　第1表　平衡実験データの一例
条件：CI形のAmberlite　IRA－400，Q。　m20．70　mE，　R竃5g，　L＝・100
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　第1図
（n）と初めの醐砂濃度（No）

実験番号

FMl
　　2

　　言

　　ζ

　　品

2Vo

O．1050
0．0850
0．0640
0．0425
0．0212
0．0105
0．0085
0．0064
0，0042
0．0021

NCiS
O．0124
0．0089
0．0052
0．0035
0．　0020

0．0014
0．0012
0．00099
0．00065
0．00045

ハITBS

O，0890
0，0600
0．0352
0．0192
0．0045
0．0020
0．0017
0．0011

0．00093
0．00067

．ZVBO　2　s

O。0412
0．0262
0．0146
0，0059
0．0012
0．00049
0．00033
0．00023
0．00015
0．000096

註：Qo　＝・　rw脂試料の交換容量（mE），　R＝樹脂母体すなわち樹脂の高分

　手陽イオン部分の重量（g），L＝WγR（ただしW＝水の全重量（g）），
　2Vo＝初めの溶液の全硬酸濃度（mE／cc），　NCis，2＞TBS，．IVBO2s＝：

　それぞれ平衡後の溶液の塩素イオン，全瑚酸BO2イオンの濃度
　（mE／cc）

　　　　第2表　樹脂柱による吸着実験
条件．．HCO3形のAmberlite　IRA－410，100　cc

　　　棚砂溶液　0．0512N，200cc（棚酸量　10．24mE）

実験番号
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液の棚酸吸着量回取率
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　　　　　　　　　多翻酸イオンの重合度

　　　　　　　　　　　　　　　　との関係

出液との全瑚酸量（上と同様の方法で分析する）の差を

吸着量とした．結果を第2表に示す．

　交換平衡実験の結果，一般のイナソ交換平衡と違って

平衡後の全瑚酸と塩素イオyの濃度の和は初めの全棚酸

濃度と比べて小となった．溶液の容積と塩素イオソ濃度

より，溶液に出た塩素イオソ当量したがって樹脂に入っ

たBO2Hを計算し，また同じく容積と全瑚酸濃度の減少

とより樹脂に入った全礪酸量を求め，全瑚酸量とBOゴ

との比を重合度としてnで表わし，nと初めの全硯酸

濃度（1＞b）との関係を第1図に求めた・すなわち後にの

べるようにこの場合棚酸は

　　　　（n－1）HBO，1－BO2｝　＝〔1…ln＿1（BO2）n〕一　　　　（1）

となるので，nは重合度を表わす．第1図よりnex　5～7

程度になる．また吸着実験では小量の酸を加えた場合が

好結果を示し，吸着量は小さいが（0．1mElcc（棚旨柱））

90～98％の回収率を示した．

　礪砂溶液は

　　　　Na2B407十H20＝＝2Na＋十2BO2－十2HBO2　　（2）

となる1）が，濃厚溶液1）またはHBO2！BO2一の比が大2）

になると（1）式のように多瑚酸イナyになる．樹脂相は濃

厚溶液と考吏られるので，樹脂に吸着された瑚酸は多棚

酸イオソとなっている・また吸着実験で小量の酸を加え

た場合収率のよいのはHBO2／BO2『の比が大となり，多

瑚酸イオyに移行する部分が増加し，棚酸の見掛けの吸

着量が増すためと考えられる・

　本実験に協力した下条うた子雇員に感謝する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1956．1．12）
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